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医学賞・医学研究奨励賞の決定
　選考委員会を8月26日（金）に開催し，2022年度の日本医師会医学賞・医学研究奨励賞の
授賞が決定した．
　日本医師会医学賞・医学研究奨励賞選考委員会委員並びに特例委員が，今年度の推薦数：
医学賞27，奨励賞33を審査した．
　選考の結果，11月1日（火）の日本医師会設立記念医学大会において，今年度の医学賞は3
名，奨励賞は14名に授与される．
　選考の結果は下記のとおり．

＜2022年度日本医師会医学賞＞

●「医療システムの質・経済性」の評価と向上に関する研究
 今中雄一（京大・医療経済学）
●難治性重症心不全に対する再生心筋細胞移植による新規治療法の確立と産業化
 福田恵一（慶大・循環器内科）
●生体肺移植の導入とその普及発展
 伊達洋至（京大・呼吸器外科学）

＜2022年度日本医師会医学研究奨励賞＞

●うつ病に対する新規治療薬開発のための基礎研究
 近藤　誠（阪公大・解剖学）
●ノンコーディングRNAによるがん制御機構の統合的理解
 鈴木　洋（名大・血液・分子腫瘍学）
●コヒーシンによる造血制御と発癌機構の解明
 越智陽太郎（京大・血液・腫瘍生物学）
●日本人の筋肉量評価指標の開発とサルコペニアの有病・危険因子の解明
 村木　功（阪大・公衆衛生学）
●がんサバイバーの困難克服を目指す研究基盤の確立
 尾瀬　功（愛知がんセンター・疫学）
●思春期における肥満形成基盤の解明とコロナ禍による生活習慣変容の影響の検討
 山口健史（北大・内分泌）
●褐色脂肪活性化因子の糖尿病治療への応用
 阪口雅司（熊本大・代謝・内分泌）

●共通する新規自己抗体を基盤とした高安動脈炎と潰瘍性大腸炎を包括する新規疾患概念
の解明

 白井剛志（東北大・リウマチ・膠原病）
●脳磁気共鳴画像を用いた精神疾患判別の機械学習と臨床応用
 小池進介（東大・精神神経科）
●健康寿命延伸を目指した病的骨吸収疾患に対するターゲット分子の探索と新規治療開発
 清水智弘（北大・整形外科）
●ICUケアと長期予後を収集するシステム構築とそれらを用いた国内および国際調査研究

LIBERATION Project
 中村謙介（帝京大・救急医学）
●小児・若年女性がん患者の妊孕性温存を志向した非侵襲的新規異所性卵巣組織移植法の

開発
 高江正道（聖マ医大・産婦人科学）
●in vitroヒト着床モデルの作製による着床機構の解明
 田村　功（山口大・産科婦人科学）
●世界最大の日本人膀胱がん包括データセット構築と人種間Pathogenic Variant差異の解

明による新規治療ターゲット創出
 小村和正（阪医薬大・泌尿器科学）
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　選考の結果は下記のとおり．

＜2022年度日本医師会医学賞＞

●アルツハイマー病・認知症性疾患の分子病態と治療法に関する研究
 岩坪　威（東大・神経病理学）
●難病の疫学研究
 中村好一（自治医大・公衆衛生学）
●心不全の病態の解明と新規治療法の開発
 小室一成（東大・循環器内科学）
●消化器癌に対する個別的低侵襲治療・集学的治療法の開発
 北川雄光（慶大・消化器外科学）

＜2021年度日本医師会医学研究奨励賞＞

●新規T細胞「MP細胞」の医学的意義の解明
 河部剛史（東北大・免疫学）
●生体の恒常性と変容を支える細胞内分解システムの同定とその破綻による病態生理の解明
 森下英晃（順天堂大・器官細胞生理学）
●糞便RNAワールドの理解と制御をつうじた「セロトニン医療」の創生
 丸山健太（生理学研究所・細胞生物学）
●上皮細胞置換により臓器に異なる臓器機能を付与する治療開発
 杉本真也（慶大・消化器内科学）
●ニューロモデュレーション作用機序の解明に向けた前頭前野局所回路数理モデルの構築
 山室和彦（奈医大・精神医学）
●環境疫学的アプローチによる大気環境の次世代影響機序の探究
 道川武紘（東邦大・疫学）

●慢性骨髄性白血病治癒のための白血病幹細胞を標的とした新規DNAメチル化阻害剤併用
治療戦略

 嬉野博志（佐賀大・血液・腫瘍内科学）
●特発性肺線維症に対するエクソソーム治療法開発
 藤田　雄（慈恵医大・呼吸器内科学）
●新たな腎代替療法にむけたゲノム改変動物に依らないキメラ腎臓再生法の開発
 山中修一郎（慈恵医大・腎臓内科学）
●前頭側頭葉変性症における異常伸長リピート翻訳の研究
 森　康治（阪大・精神医学）
●腫瘍側と宿主側の両面からアプローチする大腸癌の診断・治療に関する橋渡し研究
 奥川喜永（三重大・消化器外科学）
●微生物叢や免疫微小環境を介したフレイルを有する消化器癌患者の病態解明
 美馬浩介（熊本大・消化器外科学）
●ビッグデータと遺伝子プロファイルを用いた日本人聴力の多角的解析─認知症発症予防

を目指して─
 和佐野浩一郎（東医セ・耳鼻咽喉科学）
●三次元構造を加味した統合ゲノム解析による子宮内膜幹細胞の同定
 吉原弘祐（新潟大・産科婦人科学）
●ナノ粒子誘導マクロファージによる結晶貪食能を利用した尿路結石の溶解治療の開発
 田口和己（名市大・腎・泌尿器科学）
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第32回日本医学会公開フォーラム
テーマ：「健康長寿達成のための脳卒中・循環器病対策～脳卒中・循環器病対策基本

法の成立を受けて・課題と展望～」
組織委員：小野　　稔（東京大学大学院医学系研究科心臓外科学教授）

小室　一成（日本医学会幹事／東京大学大学院医学系研究科循環器内科
学教授）

開催形態変更のお知らせ：新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため，無観
客にて収録し，後日，日本医学会ホームページ（https://jams.med.or.jp）
にて映像配信する形態に変更となった．

第161回日本医学会シンポジウム
テーマ：COVID-19がわが国の医療・医学に及ぼした影響
組織委員：瀬戸　泰之（東京大学医学部附属病院院長）

磯　　博康（国立国際医療研究センター国際医療協力局グローバルヘル
ス政策研究センター長／日本医学会副会長）
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